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1. 	 前期破水の臨床統計
河田誠(千大)
前期破水は分娩総数 629例中 81例(12.9%)で他の
統計に比し若干多かった。年令別頻度は 25'"'-'29才に最
も低く，その上下の年令層で高かった。経産回数との関
係では回数の少ない程頻度が高かった。 94%が破水後 
24時間以内に陣痛発来し， 分娩時間の短縮がみられた。
前期破水例は Shirodkar術後，子宮筋腫，高年初産に
多くみられた。分娩後の発熱例は対照に比し多く，抗生
物質投与例では差を認めなかった。 
2. 	 新生児の臨床と児死亡の検討
石塚毅彦(千大)
昭和 49年 l月 l日より昭和 50年 4月 10日までに出
生した新生児について統計的観察を行なった。出生数 
865名，男女比 118対 100。男児は在胎 40週生下時体重 
3400 g，女児は 40週 3100gが最も多い。イクテロメー
ターによる黄痘指数は体重に関係なく日と共に上昇し，
暗乳量は体重，日数が増すにつれて多くなる。 2000 g以
下では 3000 g以上に比べ体重減少率は大きく， 最少体
重日までの日数は長い。死亡例は 2500g以下では皆無
だった。死因は未熟に基づく肺疾患が多かった。 
3. 	 子宮筋腫の臨床
大森景文(干大)
昭和 49年度の当科子宮筋腫入院患者は 70例であっ
た。平均年令は 42才。発生部位の 90%が体部で壁内，
混合，媛膜下，粘膜下の順であった。主訴は不正性器出
血，月経過多，下腹痛，腫癌自覚の順に多く，一方自覚
症状のないものは 13%をしめていた。筋腫と肥満では
標準体重の 10%以上のものが 67%を示めその相関が認
められた。貧血 (Hb10 gfdl以下)は 44%が粘膜下筋
腫にみられた。 しかるに EKG所見のあるものと筋腫
との相関は認められなかった。 
4. 	 子宮悪性腫壌の臨床統計
内藤正文(千大)
昨年度の入院子宮頚癌患者は 84例で， 0期 28例 
(33%)，1a期 23例 (27%)であった。これは集検の普
及により癌が早期に発見されるようになってきたことを
加実に示している。年令はやはり 40才代が最も多いが， 
20才代に 7例みられたことは注目する必要があろう。
細胞診と進行期の関係では 0期では IV型が最も多い
が， II b期以上では V型が圧倒的に多かった。術前組
織診と術後組織診が不一致のものが一部にみられるが，
このことは今後の課題である。 
5. 卵巣腫蕩の臨床
(術前診断と開腹所見を中心として)
神崎頼仁(千大)
当教室における昭和 49年度の卵巣腫蕩症例を日産婦
腫蕩委員会の分類に従がい集計した。嚢腫性腫癌は 47
例あり貯j間嚢胞 14例・卵巣嚢腫 25例・検索されなかっ
た症例が 8例あった。充実性卵巣腫療は 13例あり，線
維腫 l例・爽膜細胞腫 2例・未分化匹細胞腫 l例・充実
性奇形腫 2例・単純性続発性癌 5例・転移性癌 l例・エ
ンブリオナノレカノレチノー マ l例であった。充実性腫虜症
例に種々の考察を加えた。 
6. 	 予定日超過例と分娩誘発
前川岩夫(千大)
昭和 49年度， 当科での予定日超過 18例 (2.7%) と
正期産誘発 17例とを比較検討し以下の結果を得た。 (1)
予超自然陣発 10例では， 日現帯巻絡を 6例に認めたが，
分娩経過，児の予後は良好。 (2)初産予超誘発 3例は遷
延分娩となり， うち 2例に回旋異常を認めたが Apgar
は良好。 (3)正期産誘発例では 3500gm以上の場合 
Apgarやや不良， 吸引分娩晴加の傾向にあった。 (4)
子宮口開大度が 2cm以下の場合はともに遷延分娩にな
った。
